
 

令和６年度 第３回 有田区地域協議会 
 

 次 第 
 

日時：令和６年１１月１１日（月）午後６時30分～ 

 会場：カルチャーセンター ミーティングルーム 

       

         

 

 

 １ 開  会 

 

 

 

 ２ 会長あいさつ 

 

 

 

 ３ 議  題 

  【報告事項】 

・こどもプールの廃止について 

・農業経営基盤強化の促進に関する計画「地域計画」の策定について（概要） 

 

【自主的な審議】 

   ・自主的審議の進め方について 

 

 

 

４ そ の 他 

・次回地域協議会 

 令和６年  月  日（ ）午後６時３０分～カルチャーセンター 

 

 

 

 

５ 閉  会 



有 田 区 地 域 協 議 会  資 料No.1 

令和 6 年 11 月 11 日 

都市整備部 都市整備課 

 

こどもプールの廃止について 

1 廃止の経緯 

昭和 55 年から平成 2 年にかけて合併前の上越市 12 箇所に設置されたこどもプー

ルについては、利用者が 20 年程前と比較し 9 割減少していることを受け、利用実績

のある保育園や地元町内会、関係部局へ聞き取りを行った結果、少子化の影響等によ

り公園機能としてプールの必要性が非常に低下し、現状の公園利用目的との乖離が確

認されたことから、令和 6 年度をもって全プール施設を廃止する。 

 

2 こどもプール所在地等 

地 区 公園名 所在地  地 区 公園名 所在地 

高 田 柳善公園 東城町二丁目  金 谷 いちょう公園 昭和町一丁目 

高 田 お馬出し公園 大町二丁目  直江津 古城公園 港町一丁目 

高 田 中島公園 北城町三丁目  直江津 とどろき公園 栄町一丁目 

高 田 大野公園 高土町二丁目  直江津 毘沙門公園 五智一丁目 

高 田 新町公園 新町  有 田 桐ノ木公園 佐内町 

新 道 上稲田公園 稲田四丁目  有 田 春日新田公園 春日新田五丁目 

 

3 利用者数の推移 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

4 こどもプール跡地の整備方針 

地域の利用目的に応じた公園へ再編するため、地元町内会とプール跡地の整備方針

について協議を行う。 

(

人
数) 

(年度) 



農業経営基盤強化の促進に関する計画
「 地域計画 」の策定について（概要）

令和6年１１月

上越市農林水産部（農政課）

資料No.2



１ 地域計画とは…

１

「地域計画」は、⼈⼝減少や高齢化が進むにつれ、農業従事者が減少し、地域の農

地を維持していくことが年々難しくなっている状況を踏まえ、人と農地の問題を地域

で解決していくための将来予想図として、令和５年４月に施行された[改正]農業経営

基盤強化促進法により、現在、全国の市町村で計画の策定に取り組んでいます。

特に「地域計画」の中では、これまで地域の皆さんが守り続けてきた農地を、可能

な限り次の世代へ引き継いでいくため、農作業の⼿間や時間、⽣産コストを減らすこ

とが期待できる農地の集約化などを含め、１０年後の目指すべき農地利用の姿となる

「目標地図」を作成します。

農地の中には⽣産条件が悪く、様々な工夫や努力を払っても農業上の利用が困難な

農地もあると思いますが、「将来、地域の農地を誰が利用していくのか」、「地域の

農業をどのように維持していくのか」を、現在の農地の状況（現況地図）を見ながら、

地域の皆さんと一緒に話し合って、まとめていきます。



２ 地域計画の概要

２

⑴ 根拠法令（農業経営基盤強化促進法）
[第18条：要約] 市町村は、自然的経済的社会的諸条件を考慮して一体として地域の農業の健全な発展を図ることが適当で
あると認められる区域ごとに、当該区域における農業の将来の在り方及び当該区域における農業上の利用が行われる農用
地等の区域その他農用地の効率的かつ総合的な利用を図るために必要な事項について、当該区域の関係者による協議の場
を設け、その協議の結果を取りまとめ、公表するものとする。

[第19条：要約] 市町村は、農業者等による協議の結果を踏まえ、農用地の効率的かつ総合的な利用を図るため、当該協議
の対象となった農業上の利用が行われる農用地等の区域における農業経営基盤の強化の促進に関する計画（地域計画）を
定めるものとする。

⑵ 事業主体
上越市（地域での話し合いに基づき策定）

⑶ 計画策定期間
令和５・６年度（２か年）

⑷ 計画策定区域
地域自治区を単位に２５計画 ※市街化区域は対象外

（ほぼ全域が市街化区域である高田区・直江津区・八千浦区は、単体では策定せず、隣接する他区に含める）

⑸ 参加者
農業者等、農家組合長、ＪＡえちご上越、土地改良区、新潟県、上越市、上越市農業委員会 など

⑹ まとめ（結果）
・協議状況 ・・・ 市ホームページで適宜公表
・地域計画 ・・・ 令和７年３月に全計画を公告 ※農地の所有権や利用権は移動しません。



※ 計画策定区域（２5地域）

３

１ 高田区 ※単体では策定しない １６ 安塚区 Ｒ５後期着手

２ 新道区 Ｒ６後期着手 １７ 浦川原区 Ｒ６前期着手

３ 金谷区 Ｒ６前期着手 １８ 大島区 Ｒ５後期着手

４ 春日区 Ｒ６前期着手 １９ 牧区 Ｒ５後期着手

５ 諏訪区 Ｒ６後期着手 ２０ 柿崎区 Ｒ５後期着手

６ 津有区 Ｒ６後期着手 ２１ 大潟区 Ｒ６前期着手

７ 三郷区 Ｒ６前期着手 ２２ 頸城区 Ｒ６前期着手

８ 和田区 Ｒ６前期着手 ２３ 吉川区 Ｒ５後期着手

９ 高士区 Ｒ５後期着手 ２４ 中郷区 Ｒ５後期着手

１０ 直江津区 ※単体では策定しない ２５ 板倉区 Ｒ６前期着手

１１ 有田区 Ｒ６後期着手 ２６ 清里区 Ｒ６前期着手

１２ 八千浦区 ※単体では策定しない ２７ 三和区 Ｒ６前期着手

１３ 保倉区 Ｒ６後期着手 ２８ 名立区 Ｒ５後期着手

１４ 北諏訪区 Ｒ６後期着手

１５ 谷浜・桑取区 Ｒ５後期着手 ※計画策定区域：２５地域



３ 地域計画の記載事項

⑴ 当該地域における農業の将来の在り方

①地域計画の区域の状況
②地域農業の現状と課題
③地域における農業の将来の在り方

⑵ 農用地の効率的かつ総合的な利用に関する目標

①農用地の効率的かつ総合的な利用に関する方針
②担い⼿に対する農用地の集積に関する目標
③農用地の集団化（集約化）に関する目標

⑶ 目標を達成するために必要な措置

①農用地の集積、集団化の取組
②農地中間管理機構の活用方法
③基盤整備事業への取組
④多様な経営体の確保・育成の取組
⑤農業協同組合等の農業支援サービス事業者への
農作業委託の取組

４

⑷ 地域内の農業を担う者（目標地図に位置付ける者）

・農業者氏名、作物名、経営面積など

⑸ 目標地図

・１０年後の地域の農地を見据え、農地ごとに将来
の耕作者を目安として設定

・あくまで目安であり、農地の売買や賃借などの権
利設定は発⽣しない

・将来の耕作者が直ちに見つからない場合は、「今
後検討等」として随時調整

・目標地図は、地域の情勢の変化に応じて、適宜見
直す

※ その他任意事項

①鳥獣被害防止対策、②有機・減農薬・減肥料、③
スマート農業、④輸出、⑤果樹等、⑥燃料・資源作
物等、⑦保全・管理等、⑧農業用施設、⑨耕畜連携
⑩その他



４ 有田区の地域計画の進め方（予定）

５

⑴ 計画策定区域
有田区

⑵ 参加者
・農業関係者 ：農業者（認定農業者、認定新規就農者、⽣産組織、農業法⼈等）、農家組合長など

・アドバイザー：ＪＡえちご上越、関川水系土地改良区

・オブザーバー：新潟県（上越地域振興局）

・事務局 ：上越市（農林水産部）、上越市農業委員会、上越市担い⼿育成総合支援協議会

⑶ 協議（話し合い）
・時期：第１回 令和６年１１月下旬 （地域計画の概要説明、担い⼿による話合い）

第２回 令和６年１２月中旬 （計画のとりまとめ、報告会）

・会場：調整中 ※協議回数等は変更する場合があります

⑷ まとめ（結果）
・協議状況 ・・・ 市ホームページで適宜公表

・地域計画 ・・・ 令和７年３月に全計画を一括公告 ※農地の所有権や利用権は移動しません。



自主的審議の進め方について 

 

 

１ 委員間での意見交換（第 2回有田区地域協議会）で出された主な意見 

項目 主な意見 

カルチャーセンターに関する

こと 

○カルチャーセンターのさらなる活用 

・近所の子どもは夏休み中カルチャーセンターで勉強を見て

もらっており、喜んで参加している。もっと広範囲の子ど

もたちも通えるようになるとよい。 

・保護者や子どもが町内を越えて参加できるイベントがある

と横のつながりが広がる。 

○ごみ集積所の移設 

・ごみの集積所が真ん中にあるため、センター内の交通量が

多く危険である。 

地域資源の活用に関すること ○地域資源の棚卸し及び活用方法の整理 

・地元にどんな地域資源があるのか棚卸しを行い、有効活用

方法について整理してはどうか。 

○旧小猿屋小学校の跡地利用 

・グラウンドが未利用のため、有効な使い方はないか。 

災害に対する体制に関するこ

と 

○消防団のなり手 

・消防団はなり手がいない。新しい方に参加していただける

ような方策を考える必要があるのではないか。 

・消防団や防災をしっかりとしたものにすることも大切と思

う。 

設備等の整備に関すること ○横断歩道・信号機の設置 

・道路の交通量が増えている。中学生の通学路や小学生のバ

ス停までの間や、高齢者のゴミ捨ての道中に横断歩道や信

号がないので危ないのではないか。 

○公園への東屋の設置 

・春日新田公園に東屋があれば、猛暑や雨天時も利用者が滞

在しやすい。 

 

 

 

 

 

 

 

資料 No.3 

裏面あり 



２ 自主的審議の今後の進め方（案） 

 ○自主的審議のテーマ検討のポイント（第 2回有田区地域協議会での意見から） 

  ・すぐにできること、時間がかかることを整理して、どれを自主的審議のテーマにするか優先

順位を決める。 

  ・地域協議会で検討すること、他の団体と協力して検討、実施することの色分けが必要。 

  ・課題によっては、町内会等から市に要望するなど、決められたルートを通すことで解決でき

るものもある。 

 

 ○今後の進め方（案） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜手法（例）＞（「上越市地域協議会委員の手引き P13・14」を参考に作成） 

活動 内容 実施に向けての検討事項 

①地域の団体等との 

意見交換 

・地域で活動する団体やまちづく

り団体、町内会等との意見交換 

・多様な意見を把握するための意

見交換（若者や女性の団体等） 

・意見交換する団体 

・意見交換するテーマ 

②視察勉強会 

・区内の視察 
・視察目的 

・視察先 

・先進地視察 
・視察目的 

・視察先 

③アドバイザーを招いた 

研修会 

・有識者を招き、アドバイスを受

ける 

・アドバイスを受けたい事柄 

・有識者の検討 

 

●本日の協議会後 

・意見交換で出された意見をもとに、事務局で自主的審議のテーマ候補一覧を作成 

・各委員にアンケートを送付。各委員からテーマ候補一覧から審議したいテーマを 3つ

選んでもらい、事務局に返送 

事務局でアンケートを集計 

●第 4回地域協議会 

・アンケート集計結果を参考に、審議していくテーマの優先順位、関係する団体の有無

などを協議・決定（協議がまとまらなければ、次回で決定） 

●テーマ決定後の協議会 

・以下の手法も参考に、審議テーマに合った方法で審議を進め、解決策を検討する 


